
CAPTIVE INSURANCE

キャプティブの形態比較
ピュアキャプティブと保護セルキャプティブ（PCC）の比較

比較項目 ピュアキャプティブ 保護セルキャプティブ（PCC）

所有・形態 親会社が100%所有する独立法人
運営会社が所有する法人の

1セル（区画）を契約利用

法的独立性 完全な単一法人
法人は1つだが、各セルの

資産・負債は法的に完全隔離

設立コスト・時間
高・長（資本金・ライセンス・手続きが必

要）

低・短（既存ライセンスに乗るため迅速・

格安）

年間維持費用
高（独立した監事・役員・監査コストが必

要）

低（固定費を他のセルとシェアするため安

価）

最低資本金 設立国の規制に基づく資本金が全額必要
主体が用意した資本金を活用（自社の負担

は僅少）

運用・設計の自由度

極めて高い（引き受け条件・運用・再保険

を

全て自由設計）

制限あり（セル運営会社の基本ルール・承

認に従う）

コントロール権 完全（自社役員による意思決定）
限定的（セル毎の会計・意思決定権はある

が枠組み内）

他者の影響（連鎖破綻） なし
原則なし（各セル間の資産は法的に遮断さ

れる）

適した企業規模
大企業・グローバル企業

（年間保険料数億円～）

中堅・中小企業、またはキャプティブ試用

（年間保険料数千万円～）
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